
　次の問いに答えよ。１
　進法で表された

 
 を進法で表せ。

　進法で表された分数



を進法の小数で表せ。

　進法で表された
 

 を進法で表すと
 

 になるとする。このとき，の値を求めよ。

　ただし，は以上の整数とする。
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　右図の，はどちらも一辺の長さがの正三角形であ

るとし，それぞれの重心，を結ぶ線分を  に内分す

る点をとおく  。また，辺を  に内分する点

をとおく  。，，，とし

て，次の問いに答えよ。

　およびを，を用いて表せ。

　およびを，を用いて表せ。

　


 および･を，を用いて表せ。

　が与えられたとき，等式


 ･が成り立つようなを

　の式で表せ。

２

　を正の整数とする。次の問いに答えよ。３

　


が整数となるようなをすべて求めよ。

　



が定義でき，









が成り立つようなをすべて求めよ。

　    が整数となるようなをすべて求めよ。
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　定数に対し，の関数  に関する等式４

    



   　……※

を考える。このとき，次の問いに答えよ。

　  が※を満たすとし， 



   とおく。このとき，※は  と表すこと

　ができる。このことを用いて， 



    をの式で表せ。

　※を満たす関数  がただつ存在するようなの値を求めよ。

　で求めたに対して，※を満たす関数   を求めよ。

　次の問いに答えよ。５
　導関数の定義に従って，  

 の導関数を求めよ。

　半径，面積


の扇形の中心角および弧の長さを求めよ。

　，，とする。      のとき，等式











が成り立つことを示せ。
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